
生徒指導だより 薫小学校生徒指導委員会

育 み 令和７年 ６月２４日ＮＯ．４

暑い夏がやってきます‼
梅雨の時期は、不安定な天気が続き、気圧の大

きな変化に体調を崩す児童もたくさん見られまし
た。７月に入ると、いよいよ気温が上がってくる
ことが予想されます。水分を十分取り、体調を崩
さないように元気に生活していきましょう。
業間に、校庭で遊んでいて大汗をかいて教室に

戻ってくる子を多く見かけます。ハンカチやタオ
ルで汗をしっかり拭き取る児童がいる一方、汗を
拭き取らず、体を冷やし、体調を崩す場面も見ら
れました。体調を崩してしまうと回復するのが難
しい季節なので、ハンカチやタオルをしっかり準
備して生活して欲しいと思います。
６月は百日咳が流行ったとテレビで報道されて

いました。検査キットが足りず、「百日咳」と診断
することが難しいようです。百日咳は感染力のある
病気です。もし、お子さんが咳をする場合は、マス
クをするよう一声かけていただければありがたいで
す。暑くても咳エチケットを守りましょう。

回 覧 板

○「かわいがる」とは・・・
ある保護者の方から、「うちの息子が小学生の時に起こった出来事についてこだわっ

ていて、その時の様子を教えて欲しい」と連絡があったことがあります。お子さんの年
齢をきくと、もう二十歳を過ぎていて、少し驚きました。事実を記憶をたよりにお伝え
しました。その様子から、二十歳を過ぎて小学生の時のことにこだわったり、父親が子
どものためにいろいろ調べて我が子を納得させたりする姿から、『自立』の大切さを改
めて感じました。二十歳を過ぎて父親に依存している子は、「きっと幸せではないんだ
ろうな」と思います。小学校のうちから「自分のしたことには責任を持ち、ルールを破
ったり、友だちに迷惑をかけたりしたら反省し、改善を促しながら自立させていくこと
が「かわいがる」ことにつながると思います。我が子の言いなりになることがかわいが
ることではないように思います。お家の人が我が子のことを思って、しつけをしている
ことはやがて伝わると思います。厳しさも優しさなんだということが、二十歳を過ぎた
頃に伝わればいいのではないでしょうか？

○『宿題』って・・・
教育相談ご苦労様でした。教育相談で、子どもの家での生活について話を聞くと「宿

題をやって～」という話が多いです。しかし、提出状況を確認すると提出されていない
子も見られます。詳しく話を聞くと、親は宿題をやったかどうか口頭で確認するだけで、
宿題内容についてノート等の確認はしていないことが多いです。中には宿題ノートの間
違いを訂正したり、乱れた文字を書き直させたり、がんばる我が子にコメントを入れた
りと積極的に家庭学習に関わるお家の方も見られます。そうすることにより、我が子の
学習の現状を把握したり、宿題への取り組みを確認できたりします。ぜひ、我が子の『家
庭学習へ一手間』いただけると、子どもの家庭学習が充実すると思いますので、ご協力
よろしくお願いします。

○学校に連絡がありました・・・
先日学校に、白杖を持った目の不自由な方から「『あの人いつもこっち見てるよね～』

と大きな小学生に言われて、ちょっと嫌な思いをしました」という連絡がありました。
目の不自由な方が、どうして見ていることが分かるのかな？と思いましたが、焦点が合
わずにじっと見つめるようなことはあるのだと思います。高学年生を中心に白杖を持っ
ている人は、目が不自由な人なので、そのような人には配慮が必要だ、ということにつ
いて、指導しました。また、「余裕のある人は、余裕の無い人に寄り添うことができる」
という話もしています。相手の立場に立って行動できる子ども達を育成していきたいと
考えておりますので、ご家庭でも話題にしていただけるとありがたいです。また、その
方が「自分の家の敷地に小学生が入っている」とも話していました。近道や遊びなどで、
他人の家の敷地に入らない。駐車場であっても、許可無く他人の敷地に入ってはいけな
いなどの話はしていますが、併せて話題にしていただけるとありがたいです。


